
RSAT/VRAD ミッションで期待される 

月重力場モデルの推定精度 

Anticipated accuracy of lunar gravity field model from RSAT/VRAD mission 
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2005 年度打ち上げ予定の SELENE における月重力場ミッションのフィージビリティスタディの結果を報告する。

これまでの月重力場モデルは、主に表側の 2-way ドップラーデータに基づいて構築されているのに対して、SELENE

では次の新しい二つの追跡手法を導入し、モデルの改良を目指す；(1)リレー衛星(Rstar)を用いて主衛星のドップ

ラー信号を中継する 4-way ドップラー観測（RSAT ミッション）、(2)Rstar と VRAD 衛星(Vstar)に搭載される人工電

波源からの電波の相対VLBIによる観測(VRADミッション)。前者は月裏側の重力場を直接観測することを可能にし、

後者は伝統的な 2-way ドップラーが感度を持つ視線方向に対して垂直な方向に感度を加え、重力場の構造をより正

確に推定することを可能にする。 

これらのミッションでは複数の衛星を複数の手段によって複数の地上局で追跡するため、フィージビリティス

タディを解析的に行うのは不可能である。本解析では、GEODYN-II と SOLVE という軌道・重力場解析ソフトウエア

を用いて数値的に重力場推定精度を見積もった。このような解析には追跡データに対する現実的な取得条件を明確

にする必要があるが、既にミッションの詳細設計は終了しており、地上局の運用条件、衛星の日照条件・可視条件、

アンテナビームパターン条件などが明らかになってきている。日照条件など打ち上げ日に依存するパラメータもあ

るが、ノミナル打ち上げを仮定して現段階で考えうるデータ取得条件を考慮に入れた最新の解析結果によると、

RSAT/VRAD ミッションによって、2～35 次までの月重力場係数の精度が LP100J に対して一桁近く向上することが期

待される。 

 


